
30 

 

地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 高峯町南町内会 

２事業名 犯罪防止パトロール事業 

３事業実施 
結果 

本パトロール隊は、高峯町南町内会の役員および組長を中心に構成されて

おり、毎週土曜日に午後 5 時から６時までの 1 時間、町内会区域で夕方の

防犯パトロール活動を実施しています。 
 
１.ウォーキング&パトロール 
毎週土曜日午後 5 時から６時の 1 時間、コースの決まりなく地域を歩い

て回りパトロールしています。自らの交通安全および周囲に地域の見守りを

していることが可視化できるよう、ベスト、帽子、LED 合図灯を身につけ

ています。 
２.パトロール用資材の購入・整備によるパトロール活動の強化 
新規隊員の加入や、パトロールベストや帽子の老朽化のため、パトロール

ベスト・帽子・夜間活動用の LED 合図灯などのパトロール資材の整備を行

いました。 
（１）購入した資材 

   
パトロールベスト       帽子              LED 合図灯 
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４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 
成果 
①声掛け 
パトロールを共に行うことで住民同士のコミュニケーションが活発とな

り、パトロール時以外での住民同士の声掛けも行われるようになり地区全体

での防犯意識が高まりました。その副次的な効果として、ある住宅のペット

が脱走した際にすぐに住民同士が連絡をとりあい大きな事故や怪我がなく

無事にペットを保護することができました。 
②メンバーの意識向上 
新たな防犯グッズを買いそろえて以降は、パトロール時の防犯グッズ着用

率もあがり、メンバーの防犯に対する意識の向上が高くなりました。 
③メンバー以外へのパトロールの啓蒙 
防犯グッズを着用しパトロールを行うことで、メンバー以外の住民へのパ

トロールに対する認識の向上に繋がりました。 
 
課題 
地区の特性上から泥棒などの犯罪が憂慮される場所であり、実際に不審者

の報告も上がってきています。パトロールに参加するメンバーの数を増や

し、地区全体の防犯意識をより一層高める必要があると考えています。 
 
（２）今後の取組み 
上記の成果と課題からもパトロールへの参加者を増やすことが地区の防

犯体勢が強化され犯罪のない安全なまちづくりを進めていくことになると

考えます。より多くの人にパトロールの重要性を認識していただくために、

現在参加しているメンバーから家族や他の住民へパトロールの意義を伝え、

地域の見守り体制強化、地域住民の防犯意識の高揚を図っていきたいと考え

ています。 
 


